
①企業の声（受け入れて良かったこと・苦労したこと）

②受入れや定着を進めるにあたっての工夫・取組

③働く外国人の声
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・6名来日され受入れを行いましたが、1人リーダー的な方がいて、日本語
も最低限理解出来るため、コミュニケーション取りに助かっています。
しかし、他の方は思った以上に話せないため、現状も苦慮しています。

・人柄はとても勤勉で、仕事においても福祉職に合っていると感じます。
・言葉はまだまだ伝わらない所もありますが、奉仕の気持ちが支援から感
じられ、受入れをしてとても良かったと感じております。

・現状外国人材の方で困っている事は、日常生活での買い物等です。地域的に、商業施設が近くになく、女
性にとっては非常に重たい荷物の運搬も自転車だけでは厳しいので、時間のある社員が交代で買い物の補
助を車で行っています。

・今後予定していることとして、歓迎会を行い親睦を深めていきます。
・入国初期の時点では、初任給の支給まで生活苦が予想されるため、他スタッフより洋服、家具家電の寄付
を行い、喜ばれました。

・日本での生活を始める前に不安もあるので、職員によるオリエンテーションを行い、質疑応答の時間を設
けました。

・業務上の交換日記を行っており、外国人材の日々の考えを理解するよう努めています。
・日本語の勉強会を行っており、継続していきます。

・日本に来た時期は冬なのでとても寒かったです。先日、雪が見れてとても
きれいで嬉しかった
です。雪合戦などして遊びました。

・物価が高く食べ物がとても高いと感じています。
・節約しながら買い物をしなくてはなりません。
・日本食ではやきそば、たい焼きがとてもおいしかったです。
・先生の指導はとても優しくて分かりやすいです。
・インドネシアは人が多くてにぎやかですが、日本は静かで過ごしやすいと
思います。

・日本語は、ひらがな、カタカナ、漢字の3種類があるので覚えるのが大変
です。特に漢字が一番難しいです。

・母国に戻ったらガーデニングの会社をやりたいです。また日本語学校も
創ってみたいです。
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